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所属／職名 

学芸調査室 文化財科学班／文化財科学班長   

（学芸員） 
 

専門分野 
保存科学、記録史料学 

 
研究分野 
保存環境、保存修復、構造技法 

【業務・研究内容】 

〇業務は、博物館の展示・保存環境に関する調査研究と整備、科学的手法による文化財

の調査研究、自然災害による被災文化財のレスキューや保存修復、文化財保存施設の

整備に関するレファレンス、班の総括を担当しています。 

〇研究は、X 線 CT 等による博物館資料の構造技法解析、ライブラリー（図書のみなら

ず、文書等記録すべて）の保存環境整備に取り組んでいます。 

〇東京の練馬から、奈良、岡山を経て、福岡に来ました。文化財を科学の力で調査研究

し、地域の力で未来に伝えつつ、活用し、継承する方法論を模索しています。。 

【主要業績】 

●主な論文・著作物・学会発表 

１．「子どもたちと結ぶ博物館ＤＸ」『文化財保存修復学会誌』第 69 号 文化財保存 

修復学会 2026  

２．「四王寺山三十三石仏の健康診断」『都府楼』57 号 古都大宰府保存協会 2026 

３．「九州・福岡の保存科学 –船原古墳の科学的調査を事例に-」『保存科学が拓く文

化遺産の世界 –藤ノ木古墳、沖ノ島祭祀遺跡、そして世界遺産』奈良県立橿原考

古学研究所 2025 

４．『四王寺山三十三石仏現況調査報告書 –令和編-』四王寺山勉強会・九州歴史資料

館 2025 

５．『X線 CT スキャナによる船原古墳出土遺物の研究』九州歴史資料館 2020 

６．「被災した組織体文書記録の応急処置と保存管理に関する検討 -平成 29年 7 

  月九州北部豪雨による被災資料を事例として-」『九州歴史資料館研究論集』 

45 2020 

●主な担当展示 

１．開館 50 周年記念特別展「船原古墳とかがやく馬具の精華」2023 年  

２．企画展「船原古墳の世界」2019 年  

３．企画展「大宰府を探るサイエンス」2017 年  

加藤 和歳 
カトウ  カズトシ／KATO Kazutoshi 


